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Core Technology Overview
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粒径で⾊を設計する “共鳴発⾊”材料

100 nm                                                ~180 nm

粒径制御によって 共鳴波⻑を制御 ＝ 発⾊をコントロール

Mie共鳴 条件
λ     = D   *   n

光波⻑ =  粒径 * 屈折率

100 nm 190 nm 

100 nm 100 nm 

光のスペクトル

真球シリコンナノ粒⼦の
光の共鳴発⾊
ResoFiaTM

※ ⾊は化学組成ではなく
  「粒径 × 屈折率」で決まる

⾊は混ぜて作るものではなく、設計するものへ

blue                      green             yellow     orange     red



Why resonance?
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Mie共鳴は、必要な波⻑だけを選択的に、無駄なく反射する

バインダーがあってもナノ粒⼦単層（〜200nm）で⾼強度な発⾊が可能

substrate

従来の塗装

diffuse scattering
& absorption by large 
pigments

substrate
low reflectance in practical 
coatings

構造⾊塗装
（バインダーあり）

substrate

Mie共鳴粒⼦単層塗装
（バインダーあり）

high reflectance is sustained due 
to large refractive index contrast

ResoFia単層膜

〜200nm
thickness

typical 
pigment

periodic 
structure 

極薄膜塗装で強い発⾊



High color intensity with minimal material
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共鳴粒⼦は、⾃⾝のサイズを超える範囲の光と相互作⽤→ 少量でも⾮常に強い発⾊が可能

共鳴波⻑
（例：粒径130nm, 緑⾊の光）

共鳴波⻑以外
（例：⻘‧⾚の光）

共鳴‧反射

単層膜の反射率スペクトル単層塗装サンプル

サブミクロンで強い発⾊

粒⼦1個で、想像以上に広い範囲の
光を”回収”できる

シャープで⾼い反射スペクトル
→⾼彩度‧低ロス

Si Si透過‧吸収

顔料とは異なり、“量”ではなく“共鳴効率”で⾊を出す



Long-term durability
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シリコン材料×反射発⾊により、⻑期耐久性を実現

反射発⾊のため、光劣化による退⾊が起こりにくく、⾼温環境下でも発⾊特性を維持

960hrのキセノンランプ照射試験
（⾃社換算で約10年相当）
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Black background compatibility
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黒い下地の上でも隠蔽が良く、はっきり発⾊できる

黒い基材（低反射‧⾼吸収）上でも、⾃⼰完結的に光を反射して⾊を出せる

黒髪 脱⾊ 染髪

黒の上に着⾊するのは難しいため、
⼯程増加‧ダメージ‧コスト増につながる

黒下地OK
→ 前処理不要

→ ⼯程削減‧低ダメージ‧⾼付加価値

ResoFiaで着⾊した髪の⽑



Designing reflection and transmission with sub-single-layer coating
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下地に応じて「反射」と「透過」を設計できる新材料

膜厚と粒⼦設計により、光の透過‧反射をコントロールでき、設計⾃由度が⾮常に⾼い

ResoFiaで
インクジェット

印刷したフィルム

黒下地：
反射光が強調され、鮮明な発⾊

⽩下地‧バックライト：
透過光が⽀配的となり、
装飾が消える設計が可能

黒背景 バックライト オフ ⽩背景 バックライト オン

substratesubstrate



Sustainable material by design
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材料選択の段階で、サステナビリティは決まる

シリコンは安全性に優れ資源量も豊富なため、環境⾯で優れた材料である

Why silicon?
Compared to 
conventional 

pigments
Sustainable impact Safety & 

Compliance

• 地殻中に豊富
（資源制約リスクが低い）

• 重⾦属フリー‧低毒
性

• 経年劣化しにくい

• 既存産業で⼤量実績
あり
（半導体産業‧太陽光パネ
ル等で豊富な実績）

• ⾦属フリーのシリコ
ン材料

• 吸収ではなく、共鳴
散乱による発⾊

• サブミクロン‧単層
レベルの薄膜コー
ティング

• 退⾊しない構造⾊

• 規制対応を前提に設
計された材料

• ⽪膚感作性試験‧⽪
膚刺激性試験
（OECD準拠試験）
で陰性を確認済み

• 軽量化による省エネ
ルギー効果

• ⼯程簡素化（下地処
理不要）

• 材料使⽤量を最⼩化
（超薄膜）

• 耐久性向上によるメ
ンテナンス削減



From academic discovery to industrial platform
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世界初レベルの学術成果を、産業実装できる形で独占的に展開

Academic foundation & 
Global recognition

Dr. Hiroshi Sugimoto
Associate Professor of Kobe Univ.
• Over 3,200 total citations
• h-index: 31
• ~1,900 citations since 2021
• Used and extended by multiple 

groups worldwide

Strong IPs &
Exclusive License

ナノフォトニクス分野で世界的に活躍する若⼿研究者
2023年 ⽂部科学⼤⾂表彰 若⼿科学者賞
2022年 神⼾⼤学⾼等学術研究院 卓越准教授
2019年 さきがけ研究員

• シリコンナノ粒⼦に関する物質特許を2件、
応⽤特許1件を権利化済み

• さらなる権利化‧追加出願を進めている
→材料×プロセス×⽤途をまたぐIPポートフォリオを構築
• ランドスケープ調査実施の上、事業上障害となる特許

がないことを確認済み
包括的な独占ライセンス

⼤学や単⼀企業へのライセンスでは実現できない、複数産業への
横断的展開を可能にするため、スタートアップとして事業化



ResoFia Platform
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本材料でしか実現できない多数のアプリケーションに同時展開

スタートアップとして、量産‧製品設計を内製化し、複数産業への同時展開を⽬指す

航空機‧⾃動⾞塗料
建築⽤塗料

ファンデーション
サンスクリーン

特殊インク
光学材料

UV‧⾼隠蔽

⾼解像‧光制御

軽量化‧⻑寿命

真球シリコンナノ粒⼦

ResoFiaTM



Go-to-market roadmap
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少量⾼価格帯のニッチ市場から⼊り、マスマーケットに移⾏する

化粧品‧特殊インク向けの少量⾼付加価値市場から原料および製品販売を開始し、
量産技術の確⽴と実績構築を経て、塗料のマスマーケットへ展開する

Cosmetics &
Special Inks
1

Construction
32

Automotive

化粧品メーカー向けにResoFia™原
料の直接販売、およびコンバー
ター向けにResoFia™インクの直接
販売を⾏う

⾃動⾞メーカーおよびTier-1サプラ
イヤー向けに、ResoFia™塗料の供
給および共同開発を⾏う

建材メーカーおよび塗料メーカー
向けに製品供給を⾏い、代理店‧
パートナーを通じた⼤規模展開を
⾏う



Cosmetics

12

UV遮蔽‧⾼隠蔽‧⾼発⾊を単⼀材料で実現する、唯⼀無⼆の性能

極薄‧低配合で、遮蔽‧隠蔽‧発⾊を同時に実現できる、次世代ベースメイク材料

少量のResoFia添加で、処⽅⾃由度と製品付加価値の向上に寄与できる

Sunscreen Base Makeup Makeup
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シリコンナノ粒⼦（⼩粒径…
顔料級酸化チタン

ResoFiaTM

顔料級酸化チタン

極薄層でUVA‧UVBの遮蔽性能を
付与（処⽅設計により最適化）

0.2μm以下の薄膜で⾼隠蔽性を発揮
ファンデーションへの適⽤に最適

黒背景でも⾼彩度な発⾊を実現し、肌‧
⽑髪への新しい着⾊表現を可能にする

0.2μmのResoFia単層膜



薄膜化やプロセス軽減、新意匠の実現に寄与する

Coatings / Mobility
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従来の常識を覆す次世代塗装アーキテクチャ

ホンダ 3代⽬アコード
（1985年〜）

総膜厚：70-120μm
Body

中塗り
電着

上塗り
クリア

Body
ResoFia層   

意匠‧耐久‧UV電着
クリア

NanoResonance⽅式
2030年〜

現代塗装⽅式
1980年代〜

総膜厚：40-70μm

膜厚40%削減

ResoFia塗装
（2030年〜）

• 軽量化‧シンプル化
• 外観品質の維持‧向上
• 耐久性の向上
• サステナブル材料の使⽤

ResoFia発⾊層は
わずか0.2μm



Films / Inks
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極少量‧真球で分散性が⾼くインク化が容易 (⾦属フリーの散乱⾊材)

アプリケーションに応じた分散‧配合技術を保有

インクジェットプリンティング

RtoRグラビア印刷

ResoFiaインク（分散液）

発⾊と透過率を同時制御



Compounds
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樹脂との混練により着⾊⽤途への適⽤が可能（機能性付与は検証中）

0.04wt%で⾼い発⾊性を付与可能
耐久性や紫外線遮蔽性能については検証中

アクリル、PET、PPでの射出成形（ラボスケール）実績あり

アクリル樹脂コンパウンド成形板
含有率0.04wt%
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PoC examples
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材料評価に留まらず、実アプリケーションレベルでPoCを実施

内部連携して顧客側での課題に迅速‧適切に対応することで顧客側での製品開発を⽀援

顧客

基盤開発

製品開発

量産開発

評価内容共有

内部製品化
検証

連携

連携

製品開発⽀援

PoC枠組み PoC 事例（化粧品） PoC事例（⾃動⾞材料）

連携

神⼾⼤学

アプリケーション分野
化粧品（発⾊‧処⽅検討）

パートナー種別
国内化粧品メーカー

PoC段階
分散‧配合および実アプリ
ケーションレベルでの評価

進捗状況
進⾏中

アプリケーション分野
⾃動⾞（機能性検討）

パートナー種別
国内材料メーカー

PoC段階
樹脂中での分散性‧発
⾊性‧耐候性検証

進捗状況
進⾏中



Business Model
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ナノ粒⼦からインク‧塗料まで、コア⼯程を統合的に掌握

分散‧配合技術まで⾃社開発を⾏いつつ、顧客要望に応じて原料販売も⾏う

原料調達 外注先

アニー
リング

エッチ
ング 表⾯処理 分級主要⼯程 分散液化 インク化

塗料化

顧客

ResoFia
パウダー

ResoFia
分散液

ResoFia
インク‧塗料

フィルム
塗装

ResoFia
フィルム

ナノ粒⼦製造



Traction / Programs
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起業前から複数の国際プログラムに採択

⼤型公的助成⾦の獲得および⽶国トップアクセラレータへの採択を通じ、
国際展開の準備を進めている

事業トラクション（研究段階‧⼤学契約）
30社以上とサンプル評価契約を締結し、複数の製品開発プロジェクトを創出

2024年Berkeley SkyDeck IPPプログラムに採択
IPP Pitch Showcaseに選出

2024年度JST D-Globalに採択（神⼾⼤学‧ANRI共同プロジェクト/総額3億円規模）
2026年 スタートアップ直接⽀援にも採択（NanoResonance株式会社）



Team
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研究起点から量産‧社会実装までを担うコアチーム

CEO

CTO

CSO/
Advisor

Takahiro Kameda
住友商事を経てマイクロ波化学に参画
事業開発責任者として上場に貢献
ANRI EIR 第⼀号としてNRを創業

Hideaki Maeda
国内材料メーカーやDowでの開発を経て
海外電池スタートアップCTOにて
研究開発から量産を主導

Dr. Hiroshi Sugimoto
神⼾⼤学⼯学研究科准教授
ResoFiaを開発
ナノフォトニクス分野の世界的研究者

JST D-Global（2024年12⽉〜）を通じ、9名がプロジェクトに参画



Revolutionizing color through resonance


